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● JBS が構築をサポートしたスケジュール管理システムの概要を教えてください。

株式会社大林組（以下、大林組）では、Microsoft Office 365（以下、Office 
365）をベースとしたスケジュール管理システムを利用しています。

スケジュール管理システムは、「社員のスケジュール管理機能」、「施設予約機能」
「受付予約機能」という主に3つの機能から構成されており、各機能のデータを連携
することで、スムーズなスケジュール管理を行うために利用しています。

「社員のスケジュール管理機能」と「施設予約機能」は、社員と会議室・備品など
の施設のスケジュールを登録する機能で、事前に空き状況を調べて、スケジュール
を押さえるための機能です。

「受付予約機能」は、来訪者と社内応対者の情報を入力・確認するための機能です
受付業務担当者が登録された情報を参照し、案内や飲み物の提供といった受付業務
を行うために参照します。なお、「受付予約機能」を利用するのは、本社（東京）
の総合受付および会議室フロア受付、大阪本店総合受付、技術研究所総合受付とな
っています。

今回のプロジェクトでは、JBS には Office 365 を利用したスケジュール管理シ
ステムの構築、ユーザー教育およびヘルプデスクの支援を頂きました。また、大林
組のグループ会社であり、システム運用を行う株式会社オーク情報システム（以下
オーク情報システム）には、プロジェクトの進捗管理および旧スケジュール管理シ
ステムからのデータ移行の支援を頂きました。

●システムの利用状況を教えてください。

大林組の社員であれば、基本的にはだれでもポータルサイトから利用できるように
なっており、アカウント数は約12,000、登録されている施設は約700となります
今後はグループ会社でも利用する予定となっており、将来的には約18,000アカウ
ントの利用者を想定しています。

月平均の利用頻度は次のとおりです。

【 システムの概要 】
Office 365 で月平均10万件が登録されるスケジュール管理システムを
実現

写真右から、
株式会社大林組 グローバルICT推進室 共通基盤整備課長
奥田 由起憲 氏、
株式会社オーク情報システム 運用サービス第二部 イン
トラネット基盤運用 グループ長・セキュリティ管理室
情報資産管理グループ長
米田 稔彦 氏

、
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システム名

スケジュール

施設予約

受付予約

1か月の平均登録数

約90,000件

約9,000件

約5,000件

Office 365 をフル活用したスケジュール管理システムの導入と教育、
ヘルプデスクを全面サポート

ノンスクラッチで Office 365 による社員・施設・受付のスケジュール管理システムを実現

日本を代表する総合建設会社として知られる株式会社大林組の社員・施設・受付のスケジュール管理システムを、Microsoft 
Office 365 の機能だけで実現。システムの設計、構築から教育、ヘルプデスクまでを、JBS が全面的にサポートしました。
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●Office 365 によるスケジュール管理システムを構築した経緯を教え
てください。

大林組ではスケジュール管理システムとして、これまで他社のグルー
プウェアを利用しており、とくに受付予約機能については特別な仕様
のためフルスクラッチ開発したシステムを利用してきました。

しかし、2013年5月より Office 365 を基盤としたメールシステム
（Microsoft Exchange Online）の利用を開始したことに伴い、スケ
ジュールや施設予約も Office 365 へ移行し、受付予約機能を含めた
スケジュール管理システムを刷新することになりました。

●Office 365 を採用した理由を教えてください。

大林組では、国内のグループ企業だけではなく、これまで海外の現地
法人が独自に導入していたメールなどのコミュニケーション基盤を、
クラウド環境を活用して統合していくことを計画しています。Office 
365 の導入はその一環で、コストを抑えながらも多様な利用者ニーズ
を満たし、容易にグローバルへ展開できるサービスとして採用しまし
た。

また、マイクロソフト社のデータ センターではデータが二重に保管さ
れ、バックアップや BCP 対策としての機能を備えていることもメリ
ットの一つと考えています。

【 導入の背景・課題 】
Office 365 の導入に合わせてスケジュール管理システムを刷
新

●スケジュール管理システムの構築を JBS に依頼した理由を
教えてください。

スケジュール管理システムの再構築にあたり、RFP を作成し
て数社に提案を依頼しました。マイクロソフト社から紹介を受
けた JBS も、その中の1社です。

RFP の基本要件は、社員のスケジュール管理機能、施設予約
機能については Office 365 の機能を可能な限り利用し、特別
仕様の受付予約機能については、Office 365 と連携するフル
スクラッチシステムの開発だったのですが、JBS からの提案
は良い意味で期待を裏切る、「完全ノンスクラッチによるシス
テムの構築」という内容でした。

すなわち、Office 365 の機能や Microsoft Outlook（以下
Outlook）のテンプレートの変更だけで対応できるという内容
で、正直なところ、本当に実現できるのか最初は半信半疑でし
た。

しかし、スクラッチでシステムを開発せずに済むのであれば、
開発費および保守費用を削減でき、導入期間も短縮できます。
さらに、Office 365 や Outlook のバージョンアップへの対
応もスムーズで、効率的に投資できることから、JBS に構築
のサポートを依頼することにしました。

【 選定理由 】
JBS だけがスクラッチ開発なしのシステム構築を提案

、

Outlook でメール、スケジュール管理をすべて連携

Office 365 との連携

受付予約画面

受付応対画面
各種端末、社外での利用

グループ会社の利用

現場でも Office Online なら、
インターネット接続で OK

Outlookによるスケジュール管理画面例

連携
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●半信半疑だった状況から、正式に構築サポートの依頼を決定するよ
うになった経緯を教えてください。

提案内容に関して、次の3つのポイントが担保されていることから、基
本機能は問題ないと判断しました。

・スケジュール機能と連動
（予約と同時に自身のスケジュールにも登録）
・社内参加メンバーへの会議招集を同時に実施
（施設予約と同時に参加メンバーへの通知を実施）
・会議開催者（予約者）情報との連動
 
さらにOffice 365のデモンストレーションを実施してもらうことで基
本動作が確認できましたので、私たちだけでなく、当初は懸念してい
た関係部署の不安も払拭できました。

また、いくら良いシステムでもユーザーに使ってもらわなければ意味
がないということで、導入時のユーザー教育や導入後のヘルプデスク
業務も含めてワンストップでカバーするという提案でしたので、JBS
に任せれば、利用者の混乱を防ぎ、スムーズに移行できると考えまし
た。

●導入効果について教えてください。

機能とシステム運用、そしてサポートに分けて、導入効果について説
明させてください。

・機能面での導入効果
旧システムはスクラッチ開発したものなので、必ずしも使い勝手が向
上したとは言えませんが、スケジュール・施設・受付を同時登録する
際の時間が短縮され、業務の効率化を図ることができました。

同時に、データ連携がしっかりしているので、転記などによるミスも
なくなり、突然の変更などにも柔軟かつ確実に対応できるようになり
ました。

・システム運用面での導入効果
アカウント管理をはじめ、データのバックアップや BCP 対策など、
スケジュール管理システムで個別に対応する必要がなく、また、グル
ープ企業への展開も Office 365 の対応のみで済みます。ノンスクラ
ッチで構築できたのは、とても大きなメリットとなりました。

・サポート面での導入効果
まず導入教育に関して、実地やオンラインでの移行説明会のほかに、
マニュアルや、わかりやすい動画コンテンツを提供してもらえました
ので、ユーザーに自分のペースでシステムの使い方を理解できる環境
を提供することができました。
またヘルプデスクに関しては、スケジュール管理システムに加え、新
たに導入した Outlook のサポートも対応してもらえて、とても助かり
ました。当初は、オーク情報システムのヘルプデスクだけで対応する
予定だったのですが、移行時はユーザーからの問い合わせが大幅に増
えることが予想され、ヘルプデスク業務も支援いただきました。その
結果、電話がつながらないなどの事態が発生せず、利用者にとっても
メリットが大きかったと考えています。

【 導入効果 】
ノンスクラッチによる開発が大きな波及効果を創出

提案段階でのデモンストレーションにより、Office 
365 の機能を応用するだけで実現できることを確信
しました

株式会社大林組
グローバルICT推進室
共通基盤整備課長
奥田 由起憲 氏

スケジュール管理システムだけでなく、Outlook の
サポートと合わせて対応してもらえたので、とても助
かりました

株式会社オーク情報システム
運用サービス第二部
イントラネット基盤運用 グループ長
セキュリティ管理室
情報資産管理 グループ長
米田 稔彦 氏
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JBSの「Ambient Office／アンビエントオフィス®」とは、
マイクロソフト製品群およびその周辺を補完する関連製品を選択・統合し、
お客様環境に最適な情報共有基盤をご提供するソリューションです。

© 2014 Japan Business Systems, Inc. All rights reserved.
Ambient Office ／アンビエントオフィスは日本ビジネスシステムズ株式会社の商標登録です。
その他記載されている、会社名、製品名、ロゴ等は、各社の登録商標または商標です。
製品の仕様は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。

●今後の拡張予定などがあれば教えてください。

今後、Microsoft SharePoint Online（以下、SharePoint Online）
によるポータルサイトやドキュメント共有環境の整備、Microsoft 
Lync Online（以下、Lync Online）によるリアルタイムコミュニケ
ーション、Microsoft Office Online などの活用による社内のワーク 
スタイル変革を進めていく予定で、Office 365 のフル活用を進めたい
と考えています。

また、今回のプロジェクトにおける JBS のヘルプデスク業務を高く評
価していますので、他システムに関するサポートも検討しているとこ
ろです。

●JBS への評価や期待があれば教えてください。

システムの設計、構築から導入教育、ヘルプデスクまで、一括して対
応してもらえたことで、安心して導入のプロジェクトを進めることが
できました。また、当社のシステム運用や開発プロジェクトの進捗管
理を担うオーク情報システムとも連携を密にして、移行プランの設計
などを行う際も、積極的に協力してくれたことにも感謝しています。

JBS の積極的な提案がなければ、スクラッチでシステムを開発するこ
とになっていたでしょう。また、レベルの高い要求をした場面でも、
スケジュール内での実現可否を素早く判断したうえで、柔軟かつ迅速
に対応していただいたことにとても感謝しています。

Lync Online や SharePoint Online の活用に関しても、さまざまな
経験やノウハウを持っていると思いますので、ぜひ相談に乗ってもら
いたいと考えています。これからも、我々の期待を超える提案やサポ
ート、そして他社にはまねのできない高い技術力による、JBSならで
はのソリューションの提供を期待しています。

【 今後の展開 】
設計、構築から導入教育、ヘルプデスクまでのトータルソリュ
ーションを評価

本プロジェクトは、
佐久間 旭(技術)、岡本 英絵(技術)、小長井 加奈子(教
育)、白木 加奈子(サービスデスク)、朴 相浩(営業)が
担当しました。（後列左より）

Microsoft Office 365
Microsoft Outlook
サービスデスク
教育サービス

■関連ソリューション
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